
▲登録は
　こちらから

　災害が発生した場合に
は、随時、市 やツイッ
ターで気象情報
や避難情報を発
信します。

　災害による被害を減らすためには、常日頃から防災の
知識を増やし、緊急時の情報を正しく受け取り、早めに
行動することが重要です。
　この機会に、防災意識を高め、予測できない自然災害
に備えましょう。

問危機管理課☎（632）2052

　５月末から、避難情報などを５段階に区分し、
危険度と私たちが取るべき行動がすぐに分かる
ようになりました。下の表で、警戒レベルに応
じた取るべき行動をしっかり確認しましょう。

ハザードマップを活用しよう

宇都宮市の情報発信方法

ID 1020787

ID 1003223

警戒レベルの　　段階55

警　戒
レベル5

警戒レベル

すでに災害が
発生している状況

警　戒
レベル1
警　戒
レベル2
警　戒
レベル3
警　戒
レベル4

取るべき行動

災害の心構えを高める
▼最新の気象情報を確認
▼非常持出品の点検　など

避難行動を確認
▼避難所や避難経路を確認
▼ハザードマップで危険箇所を確認 など

などと
その支援者は避難、他の住民は準備

命を守るための
最善の行動を取る

高齢者 乳幼児障がい者

全員避難

避難情報など（※1）

早期注意情報

洪水注意報
大雨注意報

避難準備・
高齢者等避難開始

避難勧告
避難指示（緊急）

災害発生情報

　次のメディアを用いて、災害時の避難に関わる発令内容や対象
地区、避難所開設情報などをお伝えします。

市ホームページ・ツイッター 防災情報メールテレビ ラジオ
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風水害から命を守る

警戒レベル4で速やかに避難を！

警戒レベル相当情報（※2）

▼大雨警報
▼洪水警報
▼氾濫警戒情報など

▼氾濫発生情報
▼大雨特別警報など

▼氾濫危険情報
▼土砂災害警戒情報
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▼日時　８月 17日（土）午前９時～正午。
▼会場　宇都宮大学峰キャンパス（峰町）。
▼内容　自主防災会や防災関係機関による救出訓練、
炊き出し訓練、避難所訓練、地震体験、非常食の
無料配布など。
▼その他　車でお越しの場合は、
宇都宮大学峰キャンパス内駐車
場に駐車してください。なお、
駐車場の利用可能時間は午前８
時30分～午後０時30分です。

市総合防災訓練

家族で確認

　災害時、とちぎテレビな
どを視聴中に、リモコンの
ｄボタンを押すと、データ
放送で災害情報などを見
ることができます。

　レディオベリーやミヤラ
ジなどで、気象情報や避
難情報などを放送します。
防災ラジオもご活用くだ
さい（右下の記事参照）。

　事前登録をすれば、災害
時の避難情報や避難所開
設情報が自動で
携帯やパソコン
に送信されます。

　市では、被害が発生する地域や被害の程度を予想し、
市民の皆さんが速やかに安全な場所に避難できるよう、
避難や事前準備に関する情報をまとめたハザードマッ
プを作成しています。
1洪水ハザードマップ
　鬼怒川・田川・姿川の氾濫による浸水想定区域を記
載。
2土砂災害ハザードマップ
　土砂災害により住民の生命・身体に危害が生じる恐
れのある区域を記載。
3農業用ため池ハザード
マップ
　農業用ため池が決壊した
場合の、浸水想定区域を記載。
■取得場所　市 から取り
出せる他、12は、河川課
（市役所8階）、各 でも取
得できます。
問12河川課☎（632）268
53農業企画課☎（632）24
74

ID 1003241 ID 1018908

▲姿川・田川洪水ハザードマップ

ID 1003235
わが家の防災マニュアル

どこに避難するか知っていますか？

　自然災害別の備え方や避難所、
非常持出品や備蓄品などを詳しく
掲載しています。各 ・ などに置
いてある他、市 からも閲覧でき
ます。

ID 1019013
防災ラジオ購入補助制度

　大規模な災害が発生したときや、発生するおそれが
あるときに自動で電源が入り大音量で流れる、緊急告
知付き防災ラジオの購入を補助します。
▼対象　携帯電話などを持たない、世帯全員（単身者
は本人）が70歳以上の人ま
たは視覚または聴覚障がい
のある人など。
▼その他　申込方法など、詳
しくは、各 ・ に置いてあ
るパンフレットまたは市
をご覧になるか、危機管理
課☎（632）2052へ。

販売価格の
4分の3を補助

どうやって情報を入手する？

8

3

※ 1　警戒レベル 1・2は気象庁が発表。警戒レベル 3〜 5は市町が発令。
※ 2　国土交通省・気象庁・県が発表。
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本文中に記載がないものは、原則として、対象＝どなたでも、費用＝無料、申込＝不要。 ＝ホームページ、 ＝Ｅメールアドレス、 ＝地区市
民センター、 ＝出張所、 ＝生涯学習センター、 ＝申込時に記載する基本項目は、催し名・郵便番号・住所・氏名・ふりがな・電話番号・人数。

各番号を市 のトップページで入力すると関連ページが見られますID 1000000


